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１ 地域の環境・素材に直接触れ，関わる体験活動を重視した環境教育  

小学校段階においては，体験活動が学びの土台・出発点となり，問題解決を促進し，知の総合化を確

かなものにしてくことが多い。環境教育においても，児童の身近な問題から体験を通して学習していく

ことは，環境問題を自分事として捉え，できることから環境保全に取り組んでいこうとする意欲や態度

を育てるために有効である。また，社会の変化に伴う児童の自然体験等の減少の状況を鑑み，本校では，

児童の多様な体験活動を充実させることを重視している。  
 

２ 児童の活動を中心にした教科横断的な環境教育プログラムの開発 

環境に関する問題は広範囲で多面的な問題であり，各教科等を通じた横断的・総合的な取組を必要と

する課題であることから，総合的な学習の時間，各教科，道徳，特別活動等の特性に応じ，関連を図り

ながら学習を進めている。  

また，前年度の成果と課題を踏まえ，毎年各学年のプログラムの見直しを行っている。下に示すのは，

Ｈ３０年度全体計画と，総合的な学習の時間及び生活科における環境教育単元である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

←昨年度，総合的な学習

の時間の単元開発を進

め，今年度より総合的

な学習の時間を軸とし

たカリキュラムのもと

環境教育を実践した。

次年度は今年度の成果

と課題をもとに，全体

計画の見直し等を進め

ていく予定である。  



３ 各学年のプログラムの実際（●印：（一財）前田一歩園財団の所有地を活用しての活動/■印：学校での活動）  

【第１学年】 

 

 

 

 

 

■附小の森（敷地内にある林）をフィールドと
した四季を通じての自然体験 

・原体験の拡大  

・自然のすばらしさや生命の大切さの感得  
 

【第４学年】 

 

 

 

 

 

●川の水の始まりを探す活動（下流から上流へ）  

●湧水の観察  

・環境に対する問題を見いだし追究する態度  

・自分たちの生活とのかかわりを意識  
 

【第２学年】 【第５学年】 

 

 

 

 

 

●川の観察  ・上流と下流の比較  
・流れの速さを体感 

●人工林と自然林の比較 
●２年生時に植樹した木の生長観察 

・環境保全に対する意識の向上  

・自然に対する畏敬の念  
 

 

 

 

 

 

 

●自然散策（春） ・クロエゾマツの植樹など 
●自然散策（秋） ・キノコ探しなど 
 
・自然環境や事象に対する感受性や興味・関心の

向上  
 

【第３学年】 

 

 

 

 

 

 

●昆虫採集・観察   
●水辺での遊び 
 

・多様な生物の存在を実感 

・環境に進んでかかわろうとする態度  
 

【第６学年】 

 

 

 

 

 

 
●エゾシカを視点とした生態系の理解 
・エゾシカ被害にあった樹木の観察  

・樹脂ネットの巻き直し体験 
■給食での「エゾシカ肉」の試食 

・環境を多面的に捉える  

・物の連鎖や循環という視点から，より主体的

に環境とかかわろうとする態度  
 

 

４ 成果と課題 

○毎年継続して，同じ環境（フィールド）に関わることで，各学年の学習内容の側面から，自然

の素晴らしさや抱えている問題に触れることができ，そのことによって，多面的・多角的な見

方で環境・環境問題を捉え直すことができるようになっている。 

○総合的な学習の時間を軸としたことで，探究的な見方・考え方を働かせながら，主体的に課題

を見いだし追究していく姿や，自己の生き方に結び付けながら環境保全について思考する姿が

より顕著に見られるようになった。 

 

 
 

 

  


